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分岐鎖アミノ酸を Pde6b 遺伝子に変異をもつ網膜変性モデルマウス rd10 に
生後 7 日齢から投与したところ、視細胞層の菲薄化が抑制され、網膜機能の低
下が抑制された。錐体視物質である M-オプシンや S-オプシンは、変性の進行




























胞由来株化細胞である 661W 細胞において、細胞内 ATP 濃度の低下や細胞死
を抑制した。一方、解糖系阻害剤存在下では BCAA は細胞内 ATP 濃度の低下
や細胞死抑制効果を示さなかった。次いで、網膜変性モデルマウス rd10 及び
rd12、緑内障モデルマウスであるグルタミン酸トランスポーター欠損マウスに
BCAA を投与した。BCAA は rd10 の視細胞変性と網膜機能低下を抑制した。










  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
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